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現在、教育委員会においては、月一度、定例の教育委
員会会議を開催。厚岸町の教育行政について審議してい
る。しかし、厚岸翔洋高等学校は道立高校であることか
ら、なかなか議論の俎上に上がることは少ない。
一方で、出願者数の現状を見ると、厳しい状況にある

ことが推察される。
地域の人材を育て、輩出している、地域の高校の現状

について情報共有するとともに、町としての関わり方も
含めて、厚岸町総合教育会議において協議するものであ
る。

趣旨説明



60年の歴史を持つ北海道厚岸潮見高等学校と65年の歴史を
持つ北海道厚岸水産高等学校が統合し、普通科と海洋資源科を
併設した「北海道厚岸翔洋高等学校」として平成２１年４月１
日に開校。

学校のシンボルとなる校章は、
厚岸水産高校と厚岸潮見高校
の伝統を受け継ぎ、新たな学
校として飛躍していく姿を３つ
の三角形で表すとともに、中
央に太平洋の水平線を、未来
を見つめる姿として表したも
の

（１）厚岸翔洋高等学校の現状



■スクール・ミッション
１ 個々の生徒の特性等に対応した学習指導
及びキャリア教育を通じて、主体的な進路
の選択決定をするための資質・能力を身に
付けた生徒の育成

２ 郷土を愛するとともに、地域産業の持続
的な成長を担う職業人に求められる資質・
能力を身に付けた生徒の育成



■ 令和５年度厚岸翔洋高等学校入学者選抜　再出願後の出願状況

倍率
推薦枠 提出者数 道外からの

出願
道外からの
出願

（A） （G） Ｉ＝Ａ-Ｇ Ｊ Ｊ/Ｉ

普　通 40 12 1 39 10 0.3 0.4

海洋資源 40 20 3 0 37 12 0 0.3 0.4

学科名
昨年度の同
期の倍率

募集人員 推薦入学確約書 実募集
人員

再出願後の全出願者数

■令和４年度の全校生徒数 ８９名
内、新入学者数は、３２名

・普通科 １６名
・海洋資源科 １６名

年 度 生 徒 数
令和３年度 １０６名
令和２年度 １３４名
令和元年度 １６３名
平成30年度 １６３名
平成29年度 １５４名





















高校を知ってもらうための活動



海洋資源科の取組



全国大会出場にむけて若狹町長へ表敬訪問�





テレビに取り上げられた
翔洋高校



①通学バス定期券購入助成事業
少子化や通学区域の拡大に伴い、釧路市内の

高等学校へ進学する中学生が増加している状況
において、町内に高等学校を存続させることは、
将来的にも町の活性化に繋がることから、地元
高等学校への通学生を確保するため、通学バス
定期券購入を行ない、保護者の教育費負担軽減
と入学者の確保並びに通学生との利便性向上に
努めています。

（２）教育委員会の支援状況



②部活動へのスクールバス送迎支援

高校側からの要望により、部活動の大会に限
り、スクールバスの使用状況を考慮した中で、
送迎支援を行なっている。



③厚岸翔洋高等学校
ＩＣＴ学習支援事業

厚岸翔洋高等学校に入学する生徒に対し、ＩＣ
Ｔ環境の経済的負担を支援するとともに、ＧＩＧ
Ａスクール構想を推進している小中学校のＩＣＴ
環境と切れ目ない環境で学習ができるよう、厚岸
町として生徒に対してパソコン端末を貸与する。
購入年度 購入パソコン台数 事 業 費 備 考

令和４年度 ４０台 １，８００，０００円 令和５年度入学者に貸与

令和５年度 ４０台 ２，２６６，０００円 令和６年度入学者に貸与

※令和４年度入学者への貸与用パソコンは、令和３年度に道教委が整備した、経済的
な事情等によりパソコンの用意が困難な生徒分４４台にて対応。



・マイスターハイスクール事業の取組

（水産農政課）

（３）町長部局の支援状況





１ 中学生の高校進学時の志望校の１つに翔洋
高校を位置づけるにはどうしたらいいか。

⇒教育委員会の役割

２ 地域の人材を育て、地域人として根ざ
してもらうにはどうしたらいいか。

⇒町・地域の役割

３ 町外からの入学者を増やすにはどうし
たらいいか。

⇒高校の役割

【 課 題 】


